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設で BC を試行するには BC技法のうちリーダー主導型 BC モデルを用いることが臨床の立場からは推















れらの変更を加えた BCモデルを用いて BPSD へ治療介入を行い、各事例の BCの内容が手順化された
BC モデルに適合していたか、BPSD が改善したかを検討した。その結果、本手順の適合性については、
6 事例中 5 事例の BC の内容が BC モデルに適合していることが明らかとされた。しかし残る 1 事例は
モデルに該当しているとはいえなかった。そこで本手順のスタッフ・サポート・システムを行う前に、
標的とした BPSD の設定が適切であったのかを再度確認するという項目の追加が提案された。また介入
による BPSD の軽減については、全事例で主観的な BPSD 軽減が確認された。 
第 3 章では総合考察が行われた。本研究では、介護施設での BPSD に対する BC 全体の手順化につい
てが、第一章で報告された予備的な症例検討を基礎に立案された。手順化された BC が BPSD の治療介
入に有効であったことが第 2 章の事例検討からも示され、このことから、今回の手順化されたリーダー

















た。今回の予備的検討を含め 9 症例をまとめた報告は、介護現場での BPSD に関するリーダー主導型
BC モデルの臨床応用にむけて非常に貴重なものといえる。 
 
令和 2 年 1 月 16 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
 よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
